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PAGE謄END●　　　　 　　　 　　　　　　 　PAG巳願FULし●rCOVNT．．鮒OVE三　SPACES　TO　9讐了PUT－AREA・
ktaVE ’CARRIAGE－RETVRN　TO　CARnlAGE一一RETURN－POSiTlON．　MeVE
　　　　CARfilAGE－RETURN－PeSITI　ON　Te’KANZI　IN　OijTPVT－AREA．
　　　・h｝OVE　CARRIAGE－nETUaN　Te　P－POSITISN；　rvRITE　CUTPUT一一AREA．
　　　GO　TS　PAGE一一CHANGE．
ENDrfleUTINE．　CLOSE　：NPUT一一FILE，　OUTPeT－FILE．　STCP　RVN．
????
?????? 、?
．”g
一一・　86　＝
グラムに直すことはまだしていない。少でも早く実用に供すること，という圓
的によって，あえてそうしたのである。
　この処理プログラムの主要な目的は先述のKANZHND£X－OUTPUT－SI一・
MPLIFIEDと1司じであるが，ページ式に印零すること，および50音の可変長
データを処理して，うしろにある（印宇すると鷺ざわりな）コードを取り除く
こと，ページづけのカウントおよびそれと，漢テレコード自体を漢テレコード
に直して印字するために種々の必要な手続きをとっている（前者はPAGE一一・
CHANGEのパラグラフ，後者はCODE－EDITINGのパラグラフ）。　CODE一．・
EDITINGのためになぜこのような処理をしなければならないかは，ここで・
は説開を省略する。国語研報告31の松本昭氏の前掲論文にあるコード表を利用：
すれば見当がつくと思う。
　HITAC　3010のCOBOLを用いて紙テープにさル押し，これを漢テレにか・
けるばあv・に，一つ閥題がある。それはHITAC　3010のCOBOL　において
は，アウトプット（WRHTE動詞）するばあい，颪一的に，レコードの終わ
りにE／1記号をつけてしまうことである。磁気テープに書くばあいにはそれで
もよいのだが，紙テープ上にさん現するばあいには，オフラインの，別設計の
組織をもった機械にかけるのだから，これではまずい。とにかく通常のCOBOL．
動詞WRITEを使うと，このE／1記号をつけないよう｝cすることはできず，
もう一行あながあいてしまう。そこで，このプログラムではいったん紙テープ『
にアウト・プットしたのち，もういちど別の簡単なプログラムを通してE／王を・
取り去り，それを漢テレにかけた。実は漢テレはE／1がついていても，実験し
てみるとこれを無視しパスするのだが，長時間それを行なわせることには疑問1』
があったので，そうしたのである。別のプログラムというのはステップ数も少・・
なv・し，これにCOBOLを使：うことはできないわけだから，マシン・コード
で作成した。
　このようなプログラムを別につくることにも問題がある。COBOLのENTER、．
動詞を使ってown　codi隷gする手もある。大量のデータを長時間扱うばあい
にはその方がよいだろう。しかしこのばあいは，いったん索引をつくったらあ．
とそれを長期問使えるわけだから，このような方法を用いたのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　・”；’　87　一
　一e　1．漢宇索引作球プログラムを作成したあとでの感想をさいごに書いてお
く。
①　COBOL語はたV・へんよい言語であると思うが，可変長データの扱い
　　がさらに便利であることカミ望ましい。これは「竃視的」にみなくてもそう
　　である。HITAC　3010のような計算機の命令語の体系はむしろ参考にし
　　てもよいのではないかと思う。もちろん，このプログラムでの可変長デー
　　タの扱いはもっとも原始的で，幼稚なものであるが，それは度外視しての
　　提言である。
⑨　オフ・ラインの他機種のことも考えてほしい。（ただしこれは現状でも
　　やむを得ないし，現状の方がいいことがあることもみとめる）。
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・一@　計計　　いお
』丁　罰」形　ちょう
七　田頭　しお
『万　翫建　まん
．丈　　誹見　　しよう
三　翫件　さん
．上　鍬県　 しょう
下　E十伝　か
二不　回田　ふ
．与　田呵投　よ
丑　計島　うし
．且　計以　かつ
世　蹴位　せ
廊　響違　きゆう
鮪　欝引　へい
毒　　計新　しょう
岡　一水　ウよう
鷲　計石　へい
中　形奥　ちゆう
諱@型先　かん
・丹　型歌　たん
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